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 1  はじめに

本ドキュメントはOpenFootStepの動作環境や各機能の利用方法等を解説するドキュメントです。

 特に技術的な内容については、HTML,CSSについて基本的な知識を持っている方を前提として解説しています。

説明よりもまず動作を確認したい方は、パワービーンズのWEBサイト(http://www.powerbeans.co.jp)よりOpenFootStepのページを表示しサンプル画面をご覧ください。

 2  OpenFootStep概要

OpenFootStepはWEBのアクセス解析とユーザーの操作記録、クライアント端末の集計を行うオープンソースのシステムです。

 2.1  目的

インターネット上には企業、団体の紹介からWEBシステム、オンラインショップに至るまで様々なホームページが存在します。静的、動的なものを含めるとその件数は数え切れません。

しかしそれらのホームページをただ公開しているだけではユーザーのニーズを掴むことはできません。オンラインショップであればマーケティングの観点から顧客のニーズを掴むことは重要ですし、それ以外の業界でも顧客の目に見えないニーズを分析することは非常に重要です。

そこで弊社ではそれらのニーズ分析を強力にサポートする「OpenFootStep」を開発致しました。

 2.2  特徴

· クライアントの曜日、時間別アクセス数を分析したい。

· 遷移元サイト、サーチエンジン、検索語を分析したい。

· ユーザーのページ閲覧内容（表示順）を分析したい。

· ユーザーのPC環境(OS,ブラウザ,モニタ解像度,言語)を分析したい。

⇒SEO対策ツールとして最適です！ 

 2.3  解決内容

OpenFootStepが解決する不満・要望の一例です。

· どのサイトから自社サイトに遷移してきたか分析したい。

· どのサーチエンジンから遷移してきたか分析したい。

· トップページの次にどのページに遷移したか分析したい。

· 特定ユーザーの各ページの閲覧順、閲覧時間を分析したい。

· ページ別、曜日、時間別アクセス数を分析したい。

· ブラウザの種類、PCのOS、モニタ解像度を分析したい。

 3  動作環境

 3.1  サーバー動作環境

· OS

Linux (Redhat FedoraCore5 で動作確認済み), Windows2000,XP(PHP4.1が動作する環境)

· 言語

PHP4.1以降

· 必須ライブラリ
Pear::DB_DataObject (1.8.4)

· DBMS

MySQL4.1以降

· HDD

少なくとも10MByteの空き容量

· ネットワーク
インターネットに接続可能な環境

※解析対象WEBサーバー自身ににOpenFootStepを導入しても構いませんが、安定稼動のため専用サーバーでの稼動を推奨しております。

 3.2  対応クライアント

· 端末

PC,携帯電話,PDA

· OS

汎用(Windows,Linux,MacOS,携帯電話)

· ブラウザ

IE,Mozilla,FireFox,Safari,携帯用ブラウザ

· JavaScript

推奨

· Cookie

推奨

 3.3  導入環境例

OpenFootStepは専用サーバーでの稼動を前提としています。
WEBサーバーの形態により以下の導入方法を推奨いたします。詳細は担当者に御相談ください。

· レンタルサーバーでWEBサーバーを稼動中

　＞レンタルサーバーを追加契約しOpenFootStepを導入
　　　または　契約中のサーバーに追加導入


· 独自ネットワークでWEBサーバーを稼動中

　＞独自ネットワーク内にサーバーを追加しOpenFootStepを導入
　　　または　稼働中のサーバーに追加導入

 4  ライセンス

OpenFootStepはデュアルライセンス方式を採用しております。

目的に応じてライセンスを選択ください。

ライセンス形態
使用条件

GPL
非商用利用　かつ

　（ソースコードを改変しない　または

　　ソースコードを改変し公開する）

商用ライセンス
商用利用　または

ソースコードを改変し非公開

商用ライセンスの価格、サポートについてはパワービーンズのWEBサイト(http://www.powerbeans.co.jp) をご覧ください。

 5  基本導入手順

OpenFootStepの導入手順を示します。既にApache,PHP4.1以降,Pear::DB,MySQL4.1以降　の導入は完了しているものとします。

 5.1  PHP環境設定

PHPの推奨設定は下記のとおりです。必要に応じて php.ini を変更してください。

ビルド設定


Configure Command 
 '--enable-mbstring' 付で configure されていること

php.ini 設定


default_charset 
EUC-JP

mbstring.internal_encoding 
EUC-JP 

mbstring.language 
Japanese 

 5.2  PHPファイルの配備

アーカイブ内の htdocsフォルダ配下のすべてのファイルをWEBフォルダにコピーしてください。コピー先はドキュメントルートでなくても構いません。

また、アーカイブ内のwwphplibフォルダを{外部から参照できないフォルダ}にコピーしてください。ここで言う「外部から参照できない」とは「ブラウザからアクセスできない」という意味です。

 5.3  PHP環境再設定

配備後、再度php.iniの下記項目を編集してください。

php.ini 設定


browscap 
{外部から参照できないフォルダ}/wwwphplib/php_browscap.ini

include_path 
{現行include_pathの値}:{外部から参照できないフォルダ}/wwwphplib

設定後 Apache 等のWEBサーバーを再起動してください。

 5.4  MySQL環境設定

データベースの構築はアーカイブ内の  db/mysqleuc/内の下記ファイルを順番に実行してください。デフォルトでは データベース名が”pbac_test”となりますので、変更する場合は create_db.sql 内のデータベース名を編集してください。データベース名を変更した場合は wwwphplib/def.php のDB接続URLも変更してください。

ファイル名
内容

create_db.sql
データベース作成

create_all_first.sql
全テーブル作成

insert_all.sql
初期データ追加

 5.5  OpenFootStepの設定

コピー先wwphplibフォルダ内の def.phpを開き、下記項目を設定します。

定数名
内容

WD_DB_DSN
データベース接続URL

SITE_NAME
サイト名

MAIL_FROM_ADDR
メール送信元アドレス

その他の項目はデフォルト値で構いません。必要に応じて変更してください。

 5.6  動作確認

htdocsフォルダ内のindex.php にブラウザからアクセスします。

例えばApacheのドキュメントルートに index.phpをコピーした場合は、

 http://example.com/ または  http://example.com/index.php 

でトップページが表示されます。

ドキュメントルートのサブフォルダにコピーした場合は、そのサブフォルダと対応するURLでアクセスしてください。

以下のトップページが表示されれば導入は成功しています。
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 6  機能の解説

 6.1  機能一覧

OpenFootStepの機能概要一覧です。

機能名
概要

ユーザー登録
ユーザー登録、ID変更

ダッシュボード
サイト管理、管理者情報管理

アクセス解析
各サイトのアクセス管理

 6.2  操作の流れ

以下に基本的な操作フローを示します。

・起動後初回設定（ページ設定手順）

順番
OpenFootStepでの作業
解析対象WEBサイトへの作業

1
ユーザー登録、ログイン


2
サイト登録（ダッシュボード）


3
ページ名設定（アクセス解析）


4
解析用HTML確認(アクセス解析）


5

解析HTMLを各ページに追加

（解析準備完了）

6
各解析へ（アクセス解析）


・2回目以降

順番
OpenFootStepでの作業
解析対象WEBサイトへの作業

1
ログイン


2
各解析へ（アクセス解析）
（特に作業はありません）

 6.3  起動後初回設定（ページ設定手順）

初回起動時に必要な設定の手順です。これらの操作は登録後も変更可能です。

 6.3.1  ユーザー登録・ログイン

スタートメニュー-「ユーザー登録」を選択してください。

[image: image2.emf]
管理者のメールアドレス（ID),パスワード、生年月日を入力して「新規登録」を選択してください。

[image: image3.emf]
入力したメールアドレスに確認メールが届きますので、内容に従ってURLをクリックすると登録されます。

再びトップページを表示し、「ログイン」を選択します。

[image: image4.emf]
登録したメールアドレス、パスワードを入力し「ログイン」ボタンを選択するとログインしダッシュボード画面に遷移します。

[image: image5.emf]
 6.3.2  サイト登録

アクセス解析を行うサイトを登録します。まずダッシュボード画面の「サイト作成」タブを選択します。

[image: image6.emf]
サイト名、サイトの説明（任意）を入力し「サイトを新規登録」ボタンを選択し登録します。他のサイトも管理したい場合は同様の操作を繰り返してください。

[image: image7.emf]
登録したサイトは「サイト一覧」タブで確認可能です。

 6.3.3  ページ名設定

次に各サイトのアクセス解析ページ名を登録します。ダッシュボード「サイト一覧」タブを選択し、ページ名を設定するサイト名を選択してください。

するとアクセス解析画面に遷移します。
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この中の左サイドメニュー「管理・設定」-「ページ名設定」を選択してください。ページ名一覧が表示されます。

ページ名にはデフォルトで「PAGE_番号」形式で設定されています。これらのページ名に解析するWEBページのタイトルなど分かりやすい名称を入力してください。

[image: image9.emf]
　入力後、最下部「更新」ボタンで保存してください。

 6.3.4  解析用HTML確認

次に各ページ解析用HTMLを確認します。左サイドメニュー「管理・設定」-「解析用HTML」を選択してください。解析用HTML画面が表示されます。

この中の「ページ選択」コンボボックスで確認したいページを選択すると、したの「HTMLソース」欄に各ページの解析用HTMLが表示されます。

[image: image10.emf]
 6.3.5  解析HTMLを各ページに追加

確認した解析HTMLを解析対象WEBサイトの対応するページのHTMLに貼り付けます。

OpenFootStep が出力した

「トップページ」の解析HTML
解析対象WEBサイトの

トップページのHTMLファイル

<!-- OpenFootStep -->

<script src="http://amsoft.minidns.net/pbacc/htdocs/aj/?1001"></script>

<noscript>

<img src="http://amsoft.minidns.net/pbacc/htdocs/ai/?1001" border=0><br>

[image: image11.emf]</noscript>

<!-- OpenFootStep -->
<HTML>

<BODY>

コンテンツ

・・・（省略）

<!-- OpenFootStep -->

<script src="http://amsoft.minidns.net/pbacc/htdocs/aj/?1001"></script>

<noscript>

<img src="http://amsoft.minidns.net/pbacc/htdocs/ai/?1001" border=0><br>

</noscript>

<!-- OpenFootStep -->

</BODY>

</HTML>

上記の作業を各ページごとに行ってください。

また、HTMLファイルではなく、PHP,JSP,ASP,Perlで稼動している場合でも同様に</BODY>タグ直前に挿入してください。

以上で解析の準備が完了しました。

 6.3.6  各解析

アクセス解析画面の左サイドメニューと、上部のカレンダーで対象期間を選択し、各解析を行ってください。

 7  主な解析機能

　　　解析機能の一部を解説します。

 7.1  時間別解析

時間、日にち別アクセス数を分析します。カレンダーで1日だけ選択すると時間別、2日以上選択すると日別で集計します。

[image: image12.emf]
 7.2  ページ別解析

各ページのアクセス数を分析します。ページごとのアクセス比率を把握することが可能です。

[image: image13.emf]

 7.3  閲覧動向

あるユーザーがどこから遷移して、どのページを何秒ずつ閲覧したか分析します。サイト制作者の予想どおりに閲覧できているか把握することが可能です。

[image: image14.emf]
 7.4  ブラウザ

　ユーザーのブラウザを分析します。デザインを確認するため、どのブラウザを利用すればよいか判断するための材料となります。


 8  サポート

OpenFootStepの導入後サポートはプランにより異なります。詳細は利用料金表をご覧下さい。

その他質問、不明点は下記アドレスまで御連絡ください。


株式会社パワービーンズ　担当：門田 (E-mail monden@powerbeans.co.jp)

挿入








